
 

1． 土 壌 肥 沃 度 の 二 極 化 が 進 む 日 本 の 農 耕 地 土 壌  

(1)地力の低下が進む水田土壌 

  本来、水田土壌は畑土壌より肥沃であるが、その肥沃度を維持するには適切な施肥と堆肥などの有

機物施用が重要である。禾本科植物である水稲では窒素・リン酸・カリより大量のケイ酸を吸収するの

で、三要素の他にケイ酸質肥料の施用が必要である。しかし、米価の低迷とそれに伴う稲作農家の兼業

化などの影響で、けい酸質肥料や堆肥の施用量は減少の一途を辿っている。けい酸質肥料としては高炉

スラグを粉砕したケイカルが一般的で 30％程度のアルカリ分を含み土壌酸性改良資材としての役割も

果たすが、その施用量減少の影響で地力増進法における水田土壌の基本的な改善目標である pH(H2O)

pH6.0～6.5 の下限値を下回る事例が増えている(図 1)。 

  従 来か ら「 水田 に は塩 安・ 塩加 、畑 に は 硫安 ・硫 加」 が土 づ く りの 基本 とさ れて きた 。湛

水条 件で 水稲 を栽 培 する 水田 では 作土 の 還 元化 が進 むと 硫化 水 素 が発 生し て水 稲根 の生 育を

阻害 して 著し い収 量 減を もた らす 。こ の よ うな 現象 を秋 落ち と い う。 その 防止 対策 とし て、

水 田 に は 硫 酸 イ オ ン を 含 

ま な い 塩 化 ア ン モ ニ ウ ム 

(塩 安 )や塩 化 カ リ ウ ム (塩 

加)の 施用 が慣 行化 した わ 

け で あ る が 、 最 近 で は 各 

地 で 水 稲 の 硫 黄 欠 乏 症 が 

見 ら れ る よ う に な っ た 。 

な お 、 土 壌 中 に は 鉄 が 含 

ま れ て い る の で 、 発 生 し 

た 硫 化 水 素 が Fe2+と反 応 

し て 硫 化 鉄 と な り 無 害 化 

され る。しかし、⾧年に渡 

っ て 水 稲 栽 培 を 続 け る と 

作 土 か ら Fe2+が 下 層 に 溶 

脱 し て 、 硫 化 水 素 の 無 害 

化 が で き な く な る 。 こ の 

よ う な 水 田 が 老 朽 化 水 田 

で 、 ま さ 土 を 母 材 と す る 
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水田 や砂 質水 田な ど 鉄含 有量 の少 ない 水 田 で生 じや すい 。そ の 対 策と して 転炉 スラ グな どの

含鉄 資材 が施 用さ れてきた が、 最近で はその施 用量 も減少 して いる。 

 

(2)土壌の「メタボ化」が進む畑土壌 

  一 方、 畑で は土 壌 中へ の可 給態 リン 酸 や 交換 性カ リ、 塩基 バ ラ ンス の崩 れな ど水 田土 壌と

は逆 の現 象が 生じ て いる 。特 に、 ハウ ス 内 で野 菜や 花卉 を栽 培 す る施 設園 芸土 壌で は、 可給

態リ ン酸 過剰 が顕 著 だ。 その 原因 は、 水 稲 作よ り収 益性 が高 い た め土 壌改 良資 材や 肥料 に経

費を かけ やす いこ と から 、家 畜糞 堆肥 の 過 剰施 用、 特に 黒ボ ク 土 の畑 では 意識 的に 窒素 ・カ

リよ りリ ン酸 含有 量 の多 い化 成肥 料や 配 合 肥料 を施 用す るた め で ある 。ま た、 土壌 に施 用さ

れた リン 酸は 窒素 や カリ より 下層 に移 動 し にく く作 土内 に蓄 積 し やす いこ と、 作物 への リン

酸吸 収量 が窒 素・ カ リに 比べ て少 ない こ と 、土 壌養 分の 過剰 が 作 物の 生理 障害 に及 ぼす 影響

が窒 素・ カリ とリ ン 酸で は異 なる こと も 原 因し てい る。 例え ば 、 窒素 多肥 栽培 では 、生 育生

⾧か ら繁 殖生 ⾧へ の 切り 替え が進 まず 青 立 ちや つる ぼけ が起 こ っ たり 、細 胞の 軟弱 化に より

病虫 害を 受け たり し やす くな る。 カリ 過 剰 では カリ ウム とマ グ ネ シウ ムの 拮抗 作用 によ るマ

グネ シウ ム欠 病症 が 生じ やす い。 また 、 ア ンモ ニア 態窒 素過 剰 で 植物 への カル シウ ム吸 収が

抑制 され ると 細胞 が 軟弱 化し て、 トマ ト 尻 ぐさ れ症 など に罹 り や すく なる こと が知 られ てい

る。 一方 、リ ン酸 過 剰が 作物 の鉄 欠乏 を も たら すこ とは 知ら れ て いた が、 窒素 やカ リの よう

に明 瞭な 過剰 障害 が 出に くい ため 、農 家 の リン 酸過 剰に 対す る 問 題意 識が 薄か った こと も原

因の ひと つで ある 。 しか し、 最近 では 施 設 スイ ート ピー の葉 身 白 化症 状や ワケ ギの 葉先 の黄

化・褐 変障 害がリ ン酸過剰 によ る直 接的 な生理 障害 であるこ とが報告さ れて いる 。さ らには 、

土壌 のリ ン酸 過剰 がアブラ ナ科 野菜根 こぶ病(写 真 1)・ウ リ科ホモプシ ス根 腐病・フ ザリウム

病害 など の発 病を 助 ⾧す るこ とも 明ら か と なり 、土 壌の リン 酸 過 剰が 大き く問 題視 され るよ

うに なっ た。 

  露 地畑 では 、交 換 性カ リの 過剰 に伴 う 弊 害も 各地 で見 られ る よ うに なっ た。 例え ば、 埼玉

県の ブロ ッコ リー 畑 では 、牛 糞堆 肥の 過 剰 施用 によ るカ リ過 剰 が 、ブ ロッ コリ ー花 蕾黒 変症

(写真 2)を 引き 起こ すこ とが 明らかに されている 。この ような 畑・施 設土 壌の養 分過 剰やアン 
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バラ ンス 化は 、い わば土壌 の「 メタボ 化」とい える 。 

 

2．目指すは「健康な土づくり」 

 こ れま での「 土づ くり 」と

いえ ば、堆 肥や 石灰・リン 酸

な ど の 土 づ く り 資 材 を 施 す

こ と と 思 わ れ が ち で あ っ

た。しかし 、⾧年 にわたっ て

そ の よ う な 土 づ く り を 行 っ

て き た 園 芸 産 地 で は 、 可 給

態 リ ン 酸 や 交 換 性 カ リ の 蓄

積 、 窒 素 過 多 に 伴 う 土 壌 酸

性化 など「 土の メタ ボ化 」が

起こ って いる (図 2)。ま た、

連作 の他 に「 土のメタボ化」

を原 因と する 土壌 病 害が 全国 で発 生し て い る。 土を よく する ど こ ろか 「土 こわ し」 を行 って

きた とい って 過言 ではない 。 

 一 方、 水田 で本 来 の「 土づ くり 」が 行 わ れな くな った 背景 に は 、米 あま りや 米価 下落 など

があ る。 最近 では 食 用米 に変 わっ て飼 料 米 の作 付面 積が 増え て い て、 とく に全 稲体 を収 穫す

るホ ール クロ ップ サイレー ジ(WCS)で は、 食用 米作 付水 田以 上に 養分 収奪 が増 加し て、 これ

まで 以上 に「 地力 」の低下 が懸 念され る。 

 今 こそ 、こ れま で の「 土づ くり 」か ら 、 土を 健康 にす るた め の 「健 康な 土づ くり 」に シフ

トす べき であ る。 そ のた めに は土 の健 康 状 態を 把握 する こと が 不 可欠 であ り、 その ツー ルが

土壌 診断 だ。 

 

3．「健康な土づくり」に欠かせない土壌診断 

 こ のと ころ の肥 料価格の 高騰 がわが 国の農業 界に 大きな 影を 投げかけ てい る。2022 年 5 月

末に 発表 され た JA 全農の 2022 年 の秋 肥価格 では 、尿素や塩 化カリ のよ うな「健康 な土づ く

り」に欠 かせ ない 化学肥料 単肥が 2 倍近 くに高騰 した 。一 方、リン酸 肥料 は 25％に 留まった

が、この ような肥 料価格 高騰 は今回に 限ったこと では ない 。2008 年には 、中 国の輸 出規 制に

より リン 鉱石 の国 際価格が 前年比 4.7 倍に上昇 し、「リン 酸ショ ック 」と 呼ばれ た。その際に

は肥 料価 格が 上昇 し ても 肥料 の入 手は 可 能 であ った 。し かし 、 こ の度 は価 格上 昇だ けで はな

く肥 料そ のも のが 手 に入 りに くい 。特 に 、 輸入 化学 肥料 に大 き く 依存 して いる 養液 栽培 農家

には 深刻 な状 況だ 。2023 年 には 、肥料 価格 が下 がる 傾向にあ るが 、以前 に比 べる と高 値が続

いて いる 。 

 た びた び繰 り返 さ れる 肥料 価格 高騰 に 対 して 、農 林水 産省 や 農 業団 体で は土 壌診 断に よる

適正 施肥 と家 畜糞 堆 肥の 肥料 利用 を二 大 対 策と して 打ち 出し て き た。 また 、前 回に は土 壌診
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断を 行っ た農 家に 対 する 補助 金制 度も 導 入 され た。 その 際に は 、 筆者 らが 開発 した 簡易 土壌

診断 キッ ト「み どり くん 」が 馬 鹿 売 れ し た 。調 べ て み る と 水 田 農 家 で の 利 用 が 多 か っ た よ う

で あ るが 、そ の土 壌診 断キ ット は土 壌養 分が 過剰 な施 設園 芸土 壌を 対象 として 開発 した もの

で、 水田 土壌 の分 析 には 不向 きで あっ た 。 今回 の肥 料価 格高 騰 で は、 土壌 診断 によ る施 肥設

計な ど化 学肥 料低 減に向け た 2 つ 以上の取 組に 取り 組めば 肥料 価格高騰 分の 7 割を支援 する

対策 が講 じら れた 。 その 影響 で全 国の 土 壌 診断 室に 分析 依頼 が 急 増し 、パ ニッ ク状 態と なっ

た。ま た、「み どりく ん」の需 要も 高ま り、入手で きな い状 態が しばらく続 いた。土 壌診 断は

支援 金目 的で はな く、「健 康な 土づ くり 」のた めの ツールで なくてはな らな い。 

 わ が国 で土 壌診 断が本格 的に 稼働し 始めたの は 1970 年代 で、官民 あげ ての「土 づくり運

動」で あっ た。その 後、1981 年 には 農林 水産省 が中 心となり「土 壌・作物 体分 析機 器実 用化

事業 (略称 SPAD)」が推進 され た。そ の中 で土 壌・作物体 総合分析装 置や 葉色計、貫入式土壌

硬度 計な ど土 壌診 断 のた めの 各種 機器 が 開 発さ れ、 全国 の土 壌 診 断室 など に配 備さ れた 。農

林水 産省が 2006 年に行っ た調 査に よる と、全 国に 914 ヶ所 の土 壌診 断室 があり、その 50.4％

が普 及セ ンタ ー(392 ヶ 所)と公立 研究機関 (69 ヶ所)であっ た。 その 後の 調査は 行わ れていな

いよ うで 詳細 は不 明 だが 、現 状で の土 壌 診 断分 析は その 多く が 農 業団 体や 肥料 メー カー ・肥

料商 など 、資 材や 肥 料の 販売 に関 わる 機 関 の土 壌診 断室 で行 わ れ てい る。 しか も、 分析 手数

料が 無料 であ るこ と が多 い。 土壌 診断 分 析 には 、高 価な 分析 機 器 や試 薬を 使う 、そ れに 人件

費も 必要 だ。 それ に もか かわ らず なぜ 、 無 料で でき るの か不 思 議 だ。 また 、土 壌診 断分 析結

果に は必 ずと いっ て よい ほど 、処 方箋 が 記 載さ れて いる 。農 家 の 多く は、 無料 の土 壌診 断を

受け 、分 析結 果も 見 ない で処 方箋 通り の 資 材や 肥料 を注 文し て し まう 。そ れで は農 家の ため

の土 壌診 断と はい え ない 。人 の健 康に 対 す る処 方箋 は医 師し か 書 けな いが 、土 壌診 断の 処方

箋は 農家 でも 書け る。人と 土の 健康は そこが異 なる (写 真 3、図 3)。  

 土 壌診 断を 肥料 価 格高 騰対 策と して 活 用 する には 、農 家自 身 が 土壌 診断 結果 を判 読し 、そ

れに 基づ いた 土壌 改 良・ 施肥 設計 を行 う 。 その ため には 、土 と 施 肥の 基礎 知識 をし っか りと

身に つけ るこ とが 不可欠だ 。 



 

 

4．「 み ど り の 食 料 シ ス テ ム 戦 略 」 に お け る 有 機 農 業 に つ い て  

(1)  「みどりの食料システム戦略」における有機農業の定義 

  農 林 水産 省 では 持 続 可 能 な 食料 シ ステ ム 

の構 築に 向け て、2021 年 5 月に「み どり の 

食 料 シ ステ ム 戦略 」 を 策 定 し 、中 ⾧ 期的 な 

観点 から、調 達、生 産、加 工、流通、消費 の 

各 段 階 の取 組 とカ ー ボ ン ニ ュ ート ラ ル等 の 

環 境 負 荷軽 減 のイ ノ ベ ー シ ョ ンを 推 進し て 

いる 。その 中で、2050 年ま で目 指す 姿と 取 

組 方 向 とし て 、輸 入 原 料 や 化 石燃 料 を原 料 

とし た化 学肥 料の 使用量を 30％ 削減 、耕地 

面 積 に 占 め る 有 機 農 業 の 取 組 面 積 を 25％ 

(100 万 ha)に拡 大す ること を掲 げて いる 。 

農 林 水 産 省 の ホ ー ム ペ ー ジ 

(https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/yuuki/)に よると有 機農業とは 、「有機 JAS 認証農

地(令 和 3 年現 在 15.3 千 ha)＋有 機 JAS 認 証を取 得し てい ない が、有機 農業 が行わ れている

農地 (令和 3 年 11.3 千 ha)」と定 義し てい る。 後者 について は、「有 機農 業推進 法」 に基づく

取り 組み とな って い る。 その 有機 農業 推 進 法に おい て、 有機 農 業 とは 「化 学的 に合 成さ れた

肥料 及び 農薬 を使 用 しな いこ と並 びに 遺 伝 子組 換え 技術 を利 用 し ない こと を基 本と して 、農

業生 産に 由来 する 環 境へ の負 荷を でき る 限 り低 減し た農 業生 産 の 方法 を用 いて 行わ れる 農業

をい う。」 と定 義さ れてい る。 

  2023 年 2 月 10 日 、岸 田文 雄首相は 新型コロナ ウイ ルス 感染 対策と して 、政府が 検討する

マス ク着 用ル ール の見直し 案に 関連し 、2023 年春 に開 かれ る小 中学校 や高 校などの 卒業式に

つい て「国 歌等 の 斉唱 や合 唱の とき を除 き、 児童 生徒 と教 職員 はマ スク の着 用を しな いこ と

を基 本と した い。」「 決し て着 脱を 無理 強い する こと がな いよ うに 求め たい 」と 述べ てい る。

すな わち、「 必ずし もマ スク をはずさ なくてもよ い」と明 言していると いえ る。その論法から

すれ ば、「 有機 農業 では 化学 合成 農薬 ・化 学肥 料を 利用 しな いこ とを 基本 とす る」 とは 、「有

機農 業で は、 化学 合 成農 薬や 化学 肥料 を 利 用し ない こと を無 理 強 いし なく ても よい 」と いう

こと にな る(写真 4)。 

   

(2)慣行収量を上げるような有機農業を実践すれば、「土の健康」を損ねやすい 

  「 みど りの 食料 シ ステ ム戦 略」 によ り 有 機農 業へ の関 心が 高 ま って いる 。し かし 、日 本農

業の 歴史 から すれ ば、化学 肥料 を利用 する農業 はわ ずか 1 世紀 余りに 過ぎ ない。過 去の有機

農業 ある いは 自然 栽 培で は、 自然 の物 質 循 環を 活用 した 農業 が 営 まれ てい たが 、現 在の 慣行

農業 のよ うな 作物 収量は望 むべ くもな い。江戸 時代 の人口 は 1,400 万 人程 度とされ るが、従

来の 有機 農業 では そ の程 度の 人口 しか 養 え なか った 。し かし 、 お そら く「 土の 健康 」は 保た 
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れて いた と思 われ る。 

  現 代の 有機 農業 で は、 様々 な工 夫や 技 術 が導 入さ れて かつ て の 有機 農業 に比 べて 飛躍 的に

作物 生産 性が 向上 し てい ると 思わ れる が 、 慣行 農法 並み の作 物 収 量を 得る には 施肥 量を 増や

すほ かに 方法 はな い 。有 機農 業で 利用 で き る肥 料や 堆肥 には 必 ず 三要 素が 含ま れて いる 。三

要素 であ る窒 素・ リ ン酸 ・カ リは 土壌 中 で の挙 動や 作物 吸収 量 が 異な る。 具体 的に 、窒 素と

カリ は雨 水に 溶解 し やす いた め下 層に 溶 脱 する が、 リン 酸は 極 端 な砂 地土 壌で ない 限り 土壌

中に 残留 する 。一 方 、作 物に よる リン 酸 吸 収量 は窒 素と カリ に 比 べて 数分 の一 程度 に過 ぎな

い。 

  有 機農 業で 多用 さ れる 家畜 糞堆 肥は 堆 肥 化過 程で 窒素 成分 が ア ンモ ニア ガス とし て揮 散す

るた め、 完熟 堆肥 ほ ど窒 素が 効か なく な る 。そ の一 方、 リン 酸 は 堆肥 化過 程で 有機 態か ら無

機態 に変 化す るた め 、作 物に 吸収 され や す い形 態と なる 。カ リ は 、常 にカ リウ ムイ オン とし

て挙 動す るた め、 未 熟で も完 熟で も化 学 肥 料並 の肥 効を 呈す る 。 その よう な堆 肥の みを 利用

して 作物 を栽 培す る には 大量 の堆 肥を 施 用 する 必要 があ るた め 、 連用 すれ ばす るほ ど土 壌中

にリ ン酸 が蓄 積し て「土の メタ ボ化」 が進む。  

  土 壌中 にリ ン酸 が蓄積す るの で、次 のような リス クが発 生す る。 

①ア ブラ ナ科 野菜 根こぶ病 やフ ザリウ ム病害な どの 土壌病 害の 発生を助 ⾧す る。 

②リ ン酸 が蓄 積し た 畑で は風 蝕に より リ ン 酸を 含ん だ土 壌粒 子 が 水域 に飛 散降 下し て、 湖沼

のア オコ や海 域の 赤潮の原 因と なる水 域の富栄 養化 をもた らす 。 

③有 限で 貴重 な地 球の資源 であ るリン 酸の浪費 に繋 がる。 

  土 の健 康を 損ね る こと なく 家畜 糞堆 肥 を 活用 する には 、土 壌 診 断に 基づ いて 堆肥 の畜 種を

決定 する 。土 壌の 可 給態 リン 酸が 欠乏 し て いる 場合 には 、リ ン 酸 を多 く含 む鶏 糞や 豚糞 堆肥

を数 t/10a 施用 する 。可 給態 リン酸が 過剰な土壌 では、牛 糞堆 肥 1t/10a 程 度、鶏糞 あるいは

豚糞 堆肥 では 0.5t/10a 程 度を 施用する 。その程度 の堆 肥施 用量 であれ ば、土壌のリ ン酸過剰

を助 ⾧す るこ とは な い。 ただ し、 その よ う な堆 肥施 用量 では 窒 素 が不 足し て充 分な 収量 を上

げる こと はで きな い。そこ で、 堆肥に 尿素や硫 安な どの窒 素単 肥を併用 する 。 

  そ のよ うな 家畜 糞 堆肥 など 国産 バイ オ マ ス資 源＋ 化学 肥料 単 肥 の併 用こ そが 今後 わが 国で

進め るべ き「 有機 物活用型 農業 」であ り、中を 省略 すると 「有 機農業」 とな る。 

   
(3)下水汚泥の肥料利用と有機農業 

  昨 年 10 月、岸田 首相が 農林 水産 大臣 に「下水 汚泥 の肥料 利用を進 める ように 」と の指示を

出し た。 その 鶴の 一 声で 、下 水汚 泥を 原 料 とす る肥 料に 大き な 注 目が 集ま って いる 。筆 者ら

は数 十年 前よ り下 水 汚泥 の肥 料利 用を 研 究 して きた が、 やっ と の 事で その 機運 が高 まり つつ

ある 。 

  2019 年 12 月の 肥料法 改正 で、下水 汚泥などの 汚泥 を原 料に 含む肥 料に ついては 「汚泥肥

料」 に一 本化 され たが、2023 年 10 月 に新規公定 規格 とし て「 菌体り ん酸 肥料」が 設定され

た。下水処理 工程で化学 薬品 (凝集 剤)が 使われてい るとの理 由で、これ らの 肥料 では 有機 JAS

認証 を受 ける こと が でき ない 。そ のた め 、 家畜 糞尿 に次 いで 発 生 量が 多い 下水 汚泥 を原 料と

する 肥料 を有 機農 業 に使 うこ とは でき な い 状況 にあ る。 下水 汚 泥 の肥 料利 用は 、日 本農 業の 

6 

 



7 

 

原点 であ る「 下肥 農 業」 に繋 がる にも か か わら ず、 有機 農業 に 利 用で きな いこ とは 、極 めて

大き な矛 盾点 であ る。 

(4)2050 年 まで に有 機農 業取 組面積 を 100 万 ha まで 拡大 できるの か？  

 2021 年 7 月 現在 、わ が国 の農耕 地面 積 435 万 ha の中で、 有機農 業取 組面積は わずか 2.6

万 ha に 過ぎ ない (図 3)。ほんと うに、目 標を達 成で きるので あろうか。大農業 国である アメ

リカ やフ ラン スな どではす でに 有機農 業取組面 積が 200 万 ha を超過 して いるが、 その約半

分が 牧草 地・ 採草 地であり 、野 菜・

ジャ ガイ モ・ サツ マイモ畑 では 2～

3 万 ha に過 ぎな い(表 1)。 

わが 国の 農耕 地面 積中水田 が 147

万 ha、牧草 地が 72 万 ha であ るの

で、 有機 農業 100 万 ha を 目指 すに

は こ れ ら の 農 地 を 主 な 対 象 と す る

ので あろ うか 。畑作 物や 野菜・花卉・

果 樹 な ど の 園 芸 作 物 に も 有 機 栽 培

を拡 大す るの であ れば、上 記の よう

に有 機農 業の 定義 を「有機 物活 用型

農業 」に変更 すべき であ る。そうす

れば 、「汚泥 肥料」や「菌体 りん 酸肥

料」 の利 用も 可能 となる。 

農林水産省のHPの資料より作成
(https://www.maff.go.jp/tohoku/seisan/smart/attach/pdf/forum2021-8.pdf

単位：万ha (  )：全体に占める割合

イタリア フランス オランダ 米国 (参考)  日本

有機農地面積合計
約200万ha （2018）

有機農地面積合計
約203万ha （2018）

有機農地面積合計
約6万ha （2018）

有機農地面積合計
約218万ha （2018）

(有機以外を含む
作物全体) (2019年)

水稲 1.8 (0.9％) 0.3 (0.1％) － 2.0 (0.9％) 147

野菜・じゃがいも・かん
しょ等

6.3 (3.2％) 3.1 (1.5％) 1.0 (16.7％) 2.3 (1.1％) 49

麦・豆・コーン・そば等 30.8 (15.4％) 30.1 (14.8％) 0.4 (6.7％) 38 (17.4％) 63

果樹 47.1 (23.6％) 57.2 (28.2％) 0.1 (1.7％) 8.4 (3.9％) 21

茶 － － － － 4

牧草地 39.3 (19.7％) 52.0 (25.6％) 1.1 (18.3％) 32 (14.7％) 72

その他(採取場・放牧地等) 54.0 (27.0％) 72.8 (35.9％) 0.1 (1.7％) 93 (42.7％) －
工芸作物・未利用地・その
他(景観作物・燃料作物等)

16.4 (8.2％) 30.4 (15.0％) 16.4 (8.2％) 16.4 (8.2％) 9

栽培品目

表1：各国の有機農地 地目別面積
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5．肥料価格高騰の今こそ、化学肥料単肥を使おう 

 「 みど りの 食料 シ ステ ム戦 略」 では 化 学 肥料 低減 と有 機農 業 の 推進 が掲 げら れた 。そ の後

の世 界情 勢の 激変 に より 肥料 価格 が高 騰 し てい るが 、そ れは 化 学 肥料 ばか りで なく 有機 質肥

料で も同 様だ 。統 計 によ ると 化学 肥料 の 輸 入量 はこ のと ころ 漸 減 傾向 にあ るが 、有 機質 肥料

の輸 入量 は増 加し ている。 そこ で、4 種 類の単肥 につ いて各 成分 1kg 当 たりの価 格を表に示

す。 有機 質肥 料あ る いは それ らを 原料 と す る配 合肥 料を 多用 し て いる 園芸 農家 では 、化 学肥

料 の 単 肥 を 使 う こ と で 大 幅 な 経 費 削 減 が で き る 。 緩 効 性 窒 素 肥 料 で あ る 被 覆 尿 素 で も 窒 素

1kg 当たり の価格は なた ね油 かすの 半額 以下に過 ぎな い(表 2)。 

 肥 料価 格高 騰の 今 こそ 、化 学肥 料単 肥 の 活用 を勧 めた い。 た だ し、 化学 肥料 一辺 倒で は土

壌動 物や 微生 物の え さに なる 有機 物が 不 足 して 腐植 含有 量が 減 っ てし まう 。そ のよ うな 現象

が、 今全 国の 水田 で 生じ てい る地 力の 低 下 であ る。 それ を防 ぐ に は土 壌生 物の えさ とな る有

機物 を補 給す る、 そ れが 健康 な土 づく り の 基本 であ る。 すな わ ち 、農 地に 有機 物を 補給 する

目的 は腐 植を 増や す ため では なく 減ら さ な いた めで あり 、補 給 す る有 機物 とし ては 堆肥 の他

にも 有機 質肥 料、 緑 肥、 作物 残さ など さ ま ざま だ。 土層 中に 酸 素 が入 りに くい 水田 には 予め

有機 物を 発酵 させ た 堆肥 が最 善だ が、 そ の 施用 量が 激減 して い る 。一 方、 土層 に酸 素が 入り

やす い畑 では 有機 物 分解 を担 う糸 状菌 の 働 きが 活発 なた め、 堆 肥 でな くて も有 機質 肥料 や緑

肥の よう な新 鮮有 機 物を 施用 して もよ い 。 特に 、緑 肥は 土壌 団 粒 化促 進に も最 善だ 。す なわ

ち、 堆肥 は本 来水 田に施用 すべ き有機 物なので ある 。 

 今 後、 家畜 糞堆 肥 を肥 料と して 活用 す る には 、地 域で 拠点 と な るよ うな 大型 の堆 肥セ ンタ

ーを 設置 し、 良質 な 堆肥 を大 量に 生産 す れ ば、 品質 も均 一化 で き る。 それ らの 堆肥 を地 元の

土壌 診断 室で も分 析可能な 0.5M/L 塩 酸抽出法で 有効 肥料 成分 量を分 析す れば、そ れらの結

果を 施肥 設計 に組 み 込む こと がで きる 。 家 畜糞 堆肥 に限 らず 、 下 水汚 泥や 生ご みな どの 国産

バイ オマ ス資 源を 原 料と する 肥料 を最 大 限 活用 し、 不足 する 養 分 を化 学肥 料単 肥で 補う 。そ

のよ うな「 有機物 活用型農 業」こそ が、今後わが国 で進める べき環境 にや さしい 農業 である。  

容量 価格

窒素 リン酸 カリ kg 円 窒素 リン酸 カリ

牛糞堆肥(袋入り) 0.1 2.6 3.7 15 540 72,000 1,374 968

豚糞堆肥(袋入り) 0.4 4.5 1.9 15 430 7,544 640 1,493

発酵鶏糞(袋入り) 0.8 3.4 2.9 15 430 3,583 838 992

魚かす 6 7 0 20 3,930 3,275 2,807

なたね油かす 5 2 1 20 1,530 1,530 3,825 7,650

尿素 46 0 0 20 2,290 249

被覆尿素 42 0 0 10 2,830 674

過リン酸石灰 0 17.5 0 20 1,590 454

塩化カリ 0 0 60 20 2,220 185

注1：某県某JAの2023年11月現在の販売価格

注2：三種家畜糞堆肥の肥料成分含有量は、0.5M/L塩酸抽出分析値

肥料成分含有量(％) 成分kg当たりの価格(円)
肥料の種類

表2 各種肥料の成分含有量(％)と肥料成分1kg当たりの価格(円)


